
(この事業に対するご質問・ご意見はこちらにお寄せください)

千円

国　庫 分担金
支出金 負担金

前年度 400 0

要求額 500 0

決定額

先天性代謝異常等検査費

(前年度予算額： 39,31837,237１ 事 業 費 千円)

子ども・女性部　子育て支援課　母子保健係 電話番号：058-272-1111(内3542)

E-mail：c11236@pref.gifu.lg.jp

（各課様式１）

使用料 財　産区  分

手数料

0 0 0 0

事業費

39,318

寄附金

0

一　般
財　源

38,918

予 算 要 求 資 料

令和８年度当初予算 支出科目 款：衛生費　項：保健予防費　目：母子保健指導費

 ＜財源内訳＞

財 源 内 訳

事 業 名

0 36,737

・先天性代謝異常等検査事業
生後４～６日に採血した児の検体を委託検査機関で検査。精密検査が必要と判断された場
合には専門医療機関への受診を勧奨。養育支援は保健所が必要に応じて実施。

・検査の精度管理事業
精度管理専門機関に委託し県委託検査機関の精度管理を行うほか、患児の医療ケア等を充
実させるため県内の診療支援ネットワークの形成と事業体制を精度管理するため有識者に
よる検討会を開催する。

0 0 0

２ 要 求 内 容

収　入
その他 県　債

037,237

（１）要求の趣旨（現状と課題）

（２）事業内容

　先天性代謝異常等は、異常に気付かず放置すると知的障害や乳幼児突然死等を引き起こ
す可能性があるため、新生児の段階でマススクリーニング検査を実施し、異常の早期発
見、早期治療につなげるものである。



（３）県負担・補助率の考え方

（４）類似事業の有無

事業内容

人件費

旅費

・岐阜県こども計画
・岐阜県保健医療計画（令和6年4月～）
・岐阜県障がい者総合支援プラン（令和6年度～）

需用費

役務費

　すべての都道府県において、タンデムマス法を用いた20項目の検査を実施している。

　県において、先天性代謝異常等検査の推進と検査精度の維持向上を図るため関係機関と
の連携を図っていく必要があり、今後も継続して事業を実施する。

委託料

事業内容の詳細

検討会委員報償費

検討会委員旅費、業務旅費

検査用ろ紙購入費、会議費お茶代、検査申込書等印刷代

電話代、検討会案内郵送代

検査委託、精度管理委託

その他（使用料） 39 検討会会場使用料

　すべての都道府県において、先天性代謝異常等検査を実施している。
　検査の精度管理のみ母子保健衛生国交補助金【国1/2、 県1/2】

　無

３ 事業費の積算 内訳

合計

金額

158

74

　都道府県は、検査精度の維持・向上、関係機関の連携、検査の必要性の周
知を図る必要がある

2,016

92

34,858

（３）後年度の財政負担

（２）国・他県の状況

（４）事業主体及びその妥当性

決定額の考え方
　

４ 参 考 事 項

（１）各種計画での位置づけ

37,237



（県単独補助金除く）

□

■

・何をいつまでにどのような状態にしたいのか

事業開始前 R6年度
(R ) 実績

○指標を設定することができない場合の理由
　検査体制を維持、診断された児のフォロ―体制の整備が本事業の目的であり、目標
の達成度を定量的な指標で表すことができない。

（これまでの取組内容と成果）

令和３年度と同様、検討会を開催した。郵便法の改訂により、検体の到着、検査
実施日が遅延することで、病気発見が遅れることが懸念された。できるだけ早期
に検体を採取することや郵送方法の見直しについて議論した。また、多胎児の追
加検査の案内方法等についても議論した。

令
和
５
年
度

令和４年度と同様、検討会を開催した。多胎児の追加検査の実施体制や周知等に
ついても議論した。

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

令
和
６
年
度

令和４年度と同様、検討会を開催した。追加マススクリーニング検査の実績と課
題について議論した。

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

指標① 目標：＿＿ 実績： ＿＿ 達成率： ＿＿ ％

令
和
４
年
度

①

指標名
R7年度 R8年度 終期目標
目標 目標 (R ) 達成率

（目標の達成度を示す指標と実績）

事 業 評 価 調 書

新 規 要 求 事 業　

継 続 要 求 事 業

１ 事業の目標と成果

（事業目標）

すべての新生児が先天性代謝異常等検査を受ける体制を維持し、疾患の早期発見、発
見時の医療・療育支援体制の強化を図る。



・事業が直面する課題や改善が必要な事項

（事業の評価）

・事業の必要性(社会情勢等を踏まえ、前年度などに比べ判断)
　３：増加している ２：横ばい １：減少している ０：ほとんどない

（次年度の方向性）

・事業の有効性(指標等の状況から見て事業の成果はあがっているか)
　３：期待以上の成果あり
　２：期待どおりの成果あり
　１：期待どおりの成果が得られていない
　０：ほとんど成果が得られていない

（今後の課題）

　随時、現場の課題等を把握し、情報を共有しながら課題の解決に向けた検討が必要
である。また、発見された児に対するフォロー体制の強化が必要である。

(評価) 　妊婦等に対し検査の必要性について周知を行い、すべての新生児が受検す
ることで、疾患の早期発見、適切な医療、支援につながっていることから事
業の必要性は高い。３

(評価) 　疾患の早期発見を行うとともに、診療ネットワーク体制により適切な医療
機関へのつなぎが出来ていることから、事業の有効性は高い。

２

組み合わせて実施する理由
や期待する効果 など

・継続すべき事業か。県民ニーズ、事業の評価、今後の課題を踏まえて、今後どのよ
うに取り組むのか
　すべての新生児が先天性代謝異常等検査を受検し、疾患を早期発見し適切な医療及
び支援につなげていくため、今後も継続して事業を実施する。

（他事業と組み合わせて実施する場合の事業効果）
組み合わせ予定のイベント
又は事業名及び所管課 【○○課】

・事業の効率性(事業の実施方法の効率化は図られているか)
　２：上がっている １：横ばい ０：下がっている

(評価) 　適切な周知によりすべての新生児が検査を受け、疾患が発見された場合
は、専門的な医療機関にて医療を受ける体制が構築されていることから事業
の効率性は高い。１

２ 事業の評価と課題


